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語 感 の ひろが り
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は じ め に
「語感」 とい うことばの意 味は広 く,ま た,多 義的 である.本 稿 であつ
か う語感 は,「 語感 が鋭い」 とか 「語感 を磨 く」 とかい う揚合 の 語感 よ り
狭 い。 「このことば は語感 が悪 い」 とか 「あの語 とこの語 とは語感 が違 う」
とかい う揚合 の 語感 を 広 くとらえた意味で,そ の語 を 用 いるこ とに した
い。す なわち}あ る語 が何 を さし示すか とい うこと以外 のほ とん どすべ て
の意昧 であ り,ふ つ うに使 った場合の 「ニュア ンス」 のかな9広 い部分 に
対応す る。
語 の意味 は大 き く〈中心 的な意味 〉と〈周辺 的な意 味〉とに二分 され る。
「中心的」 とい うとお り,「意 味」 とい うことぱを使 うときに問題 となっ
ているの1ま,通常,前 者 の意味 である、 つま り,あ る語 が どのよ うな現実
と結びつ くか とい う側 面 を とりあげて,そ れ をふつ う意昧 と呼 んで いるわ
けである。 これは語の指示機能 に関{系してレ、るので,そ の観点 か ら 〈指示
的 な意味〉 と呼ぶ ことが ある。 また,そ れは結局,そ の言語形 式 によって
指示 され る モ ノや コ トを 問題 に してい るわけであP,・そ の点 に 着 目 して
〈対象的 な意味 〉あ るいは くこ とが ら的な意 味>と 呼 ぶ こ ともあ る。「なが
四角」 と 「長方形」 とは同 じ意味 だが,「 垂直」 と 「鉛直」 とは 意味が違
うな どと言う場合 の意 味はそれである。
中心 的な意味 のほ うは・ このよ うに比較 的明晰な存在で あるび・ なかみ
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がすべて等 質であ るとは言 えない。例 えば,「笑 った」とい うご とばは 「笑
う」 に近 いかり それ とも 「泣いた」 に近 い か,と い った問題 になる と,先
のよ うな例に比べ,事 情は 少 し複雑 にな る。 もちろん,た いて い の入 は
「笑 う」 との共逼点 をす ぐ頭 に浮かべる だろ う。 た しかに,r笑 った」 とい
う言語形式 を成 勢立たせてい る中核 的 な要 素 である一行為 の種類 に注 目す
れ目ば,そ れが 「泣いた」 よ り 「笑 う」 のほ うに似て いる。似 てい る どころ
か・ その点で は同・一 と言い切 って も さしつ かえない。
しか し,観 点 を変 えて,あ る行 為を意図 し,実 行 し,な ん らか の結 果 を
もた らす とい う,こ とが らの実現過 程 を軸 に とらえ直す と・ また違 った解
釈 が可能 になる。す なわち,「笑 った」 とい う言語形弍 の その点 での意味
は,基 本的 にはそ の行為が まだ現実 のもの となっていないこ とを示す 「笑
う』 とい う語形 の意味 よ り,行 為の性 格 は別 で も,と もか くもそ れがすで
に行 われ たこ とをあ らわす 「泣いた』 とい う語形 の意味 のほ うにむ しろ近
い,と 考 えるこ ともで きるはずである。
この例 では,一 行為 に対す る,近 い未来,確 実 な未来,決 意,あ るいは
習慣 的ない し超時的 な認識...といった判断 に対応 す る語形 乙 その行為
が完 了 し,あ るいは 過 去の もの とな り,時 には その結果 が残存 している
.といった判断 に 対応 する語形 とを 対立 させて とりあげた。 が,「笑 わ
れ る」 といった受身 や,「 泣かせる」 といった使役,そ の飽 もろ もろの認
識 ・判 断に対応す ろ語形 を とりあげ るこ とも,同 様 に可能 である。
いずれ も,あ る種 の 現実 にかかわ る言語形式 の 選択 であるとい う点で,
対象 のなん らかの差異1こ対応するこ とが ら的な意昧 の一 部であるにはちが
いないが,そ れは,対 象 その ものの別 を問題 にす る揚合 と質的 にま φた く
同一 で あるとは言 いがたい。 そこで,対 象 の在 り方 の差 と結 びつ くこれ ら
の言語形式上 の意味 を 〈文法的な意味 〉 として一括 し,対 象 自体 の性格 の
違 い と結 びつ く通覚 の意味 のほ うを特 に 〈語 彙的な意味〉 と呼 んで区別 し
し,中 心 的 な意味 を二分 する立揚 もある。 そ こに立て ば,「笑 った」は 「笑
う」 と語 彙的な意 味での 共通点 をもち,同 時 に,「泣いた」 と文法 的な意
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味で の共通 点を有す る,と い う解釈 になるわけであ る。
*
一方7周 辺的 な意味 のほ うは,こ れ よ りもは るかに複雑 で あ り目,そこに
一括 される範 囲 もあいまいであ 窮 また,そ れ らの各種 の関係 も微 妙であ
る⊃
まず,「美人」 と 「佳人」 とは 〈文体的な意味 〉に違 いが ある,と い う
よ うな書 い方 をする。後者 のほ うが改 まった表現 のなかで使 われ るか らで
ある。
「顔」 と 「つ ら」 との間で も改 ま りの度合 に 差 が あるが,両 者 の関係 は
前例の場合 とは少 し違 う。前例 では,「 美人」 のほ うが ご くふつ うの語 で
あるのに対 し,「佳人」 とい う語 は文章 のなかで使 われ,会 話 のなかでは
ほ とん ど使 診れ ない高級 な諾 である。 ところが,後 例 で は,相 対 的 に改 ま
っている 「顔」 のほ うも,会 話 で使 いに くいな どとい うことはまった くな
い.ど こででも 自由に使 え るご くふつ うの語 だ とい う点で,前 例で のむ し
ろ改まっていないほ うの 「美人」 に応ず る レベル にある。 対 す る 「つ ら」
のぽ うが,か え って特殊 な語 なのだ。 ただし,そ れ は,前 例 の 「佳 人」 が
帯びていた特殊性 とは逆 に,も っぱ らくだけた会話 で使 われ るとい う点に
ある。.
以上 のよ うに,日 常語 をぺ 一スに,上 に文章語,下 に俗語 を配す る三段
階 の とらえ方蒼 もっ ともよ く行 われている。
しか し,し ば らく.宮島達夫 「単語 の 文体的特徴」(明治書院1977年刊
「松村明教授還暦 記念 国語学 と国語史{所 収)に従 えば,そ こにはい ろい
ろ微妙 な聞題 解含 まれてい る。 「いつぞや」 「あじわい」 「た ちのぼ る」 と
い った改 まった ほ常語 の一群 があ 弧 逆 に 「しっぽ」 「へ んてこ」「ひ っこ
ぬ く」 とい った くだけた 日常語 の一群 がある,と い うふ うに,文 章語や俗
語 とのそれぞれの中問的な領域 がまず ある。
また,同 じ く改ま った 感 じのことばであ っても,「 あかつ き」や 「しの
のめ」 とい った和語 と 「払暁」 や 「黎 明」 とい った漢 語 とを同一 の文章中
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に用 いる 葛 どことな く奇妙 に映ず る。 この ちぐは ぐな感 じは,同 論文 で
指摘 されてい るとお り,目「高級 な文章語」 においては 私語系 ・漢語系 とい
う 「語種 のちがいによる文体 の差」 魁 読 む側 の印象面 で強 く働 くか らだ
ろ う。
さらに,こ のよ うな文体的特徴 は語 によって固定 的 に存在 す るとは限 ら
ず,意 味 ・用法 に よって異 なる揚合 が ある。「飯 を食 う」 の 「食 う」と 「蚊
が食 う」 の 「食 う」シ「池 が浅い」 の 「浅い⊥目と 「春 が浅 い」 の 「浅 い」 と
では・ た しかにその文体的 なレベル に差 がある と,考えて よい。 これ も関係
を複雑 にす る一 因 となっている。
池 上嘉彦 『意味論4(大 修館書店1975年刊〉にお いて 文体的価値 と呼ば
れているもの も,や は り周辺的な意味 の一部 である。そ こではン歴史的な
次乖 に関す る廃 語 ・古語 ・新語,地 域的 な次元 に関す る方言 ・外来語,社
会的 梁次元 に関す る海員用語 ・医学用語 な ごの専 門語,機 諺的 な次元 に関
す る もの として一括 され た文語(雅 語)・詩語 ・口語 ・俗 語 とい う切 り取 り
方 は,い ずれ もジそ の語 が何 をさ し示すか とい うこ ととは無関係 だか らで
ある。
国立国語 研究所 の 『類義語 の研究』(秀英 出版!965年刊)に おいて,語
感 の種類 として立て られた古風,斬 新,改 ま 窮 優雅・ 下轟,軽 蔑・差
別,忌 避 といった観 点が・ この周辺 的な意味 の下位区分 の試みで あったこ
とは言 うまで もない。
*
みようにう
「あ した」 も 「あす」 も 「明 日」 も,〈き ょ う〉の翌 目をさ し7そ れぞれ
が指示 す る対象 自体 には互 いに1分1秒 も差 がない。 しか し,わ た くした
ちは通鵠 なにか にもとづいて,そ れ らを使 い分 ける。 「言 う」 も 「おっ
しゃる」 も 「ほ ざく」 も,要 するに くしゃべる〉 ζとなのだが,そ れ らを
むやみに置 き換 えるわけにはいかない、「ものもらい」 と 「麦粒 腫ゴフ「プロ
野球」 と 「職業野球」 に して も同様 であ る。
これ らの組合せ か らどの語かを選び とる際 に実際 に働 く基準 は,お そ ら
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く,組 合せご とにみな違 うと見 えるほ ど多様 だろ う。 どのことば にも・ な
ん らかの色 や におい}あ るいは月耽ざわ りのよ うなものが ある。「ま どろレ、」
「まどろか しい」「ま どろ くさい」「まどるこい」「ま どろ こしい」「まどろし
い」「まどろっこい」「ま どろっこしい」 といった,「もどか しい」 をと りま
く一群 の同義的類義語相互 の間の指示的 ・対 象的な意味 の微差 を析 出す る
作業 も重要 であるが,一 方,語 の中心的 な意味 の周辺 に付着 した,そ のい
わば感触 にも似 た意味 を析 出する作業 も重要で ある。い ったい どれだ けの
種類があ るのだろ うか。周 辺的 な意味 の実態 をさ ぐり,そ の あ りようを遠
望 してみたい。
ここで,一 つの ことぱが 一つ の周辺的意味 を 帯ぴて いるわけでばない,
とい うこ とを明記 してお く必要 がある。それは例 えば,あ るひ と りの人 問
が,中 年女 独であ り,作 家夫人 であ り,座 長で あ 塾,評 論家 であ り,愛 人
で あ り,母 であ り,嬢 で あ 窮 嫁 である とい うふ うに多様 な側 面を もって
い るごとに対応 する。r朝 まだき」r夕ま ぐれ」rさす らう」rよぎ る」 とい
った語 は,単 に文章語的 な色彩 を帯びてい るに どどまらず,同 時に,や わ
らか く,古 風 で,優 雅 であ り,そ こにある種 の気取 りも感 じられ る,と い
うよ うに,い くづかの語感 をあわせて もってい る4)が,む しろ自然 なすが
た なのであろ う。
したが って・本稿 の 目的 は1そ うい うい わば多面体 の面の数 と個 々の側
面 の形 を,で きるだけ広 く洗 いだし,大 ざっぱ な整理 を試 み る こ と に あ
る。つま り,そ れ らを体 系化 し,語 の意味 とい うものの構造 をつかむため
に,周 辺的 な意味 として漠然 と概括 され る多様 なひろが りをスケ ッチ して
お こう,と い うζわであ る。
ただ し,現 在 の筆者 の頭 にある類別 だけで も,そ のひろが9を す べて解
説 する紙 幅の余裕 はない。 とい って,従 来 のよ うに,す でにふれた文体的
な意味 と,「わかぞ ラ」 とか 「ポ リ公 」 とかい う諾 につ きま とう 〈感情的
な意味〉,それ にせいぜいン「菊」 とか 「春一番」 とかい った語 にまっわる
く文化的 な意味〉 を添 える程度 の 粗大 な類別 にとどめた 窮 あ る特定 の一
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部 を詳説 した りす る二とは,本 稿 の 目的 に合 わない。そ こで,さ しあた り
頭 に浮か んで くる現段階 における全貌 に近 い ものをメモふ うに記載 す るこ
とによ り,そ の枠組 み の概略 を示す こ とに したい。
A使 い手のあ りかた
A1衣 性別》 男=「 ぼ く.ゴ(終助詞 の)「ぜ」/「食 う」!ノ 女=「 あた く
し1(上 昇調 の終助詞)「わ」/「おなか」
A2《 年齢》 執着(「 しゅ うちゃ く」 に対す る 「しゅうじゃ く」)/早急
(「そ うきゅ う」 に対 する 「さっきゅ う」/霊 験(「れい けん」 に対 す る
「れい げん」)/「結婚式」 に対 す る 「婚礼」 や 「祝言 」!「卓球」 に対す
る・「ピンポ ン」/「野球」 に対 す る 「べ 一 ス ボ ー ル」,'「駅」 に対 す る
「停車揚」や 「ステーシ ョン」
A3《 職業 》 力士 におけ る 「三番稽古」 「あんま」 「ごっつ あん」/「事
件」 の意 の 「ヤマ」/「破 害者」 の意 の 「ガイシ ャ」
A4《 集 団の隠語 》 「警察」 の意 の 「サツ」/「 警 官」の意の 「イヌ」/
「刑務所」 の意の 「ムシ ョ」/「土蔵」 の意 の 「娘」/「少女」 の意 の
「み よう(妙)」
A5《 思想=意 識 のめざめ》 「主婦」 に対 する 「主夫」/「体制側」
だん
A6《 教養 ・性格 》 「一生懸命」 に対 する 「一所 懸命」,'「独壇場」 に対
せん
す る 「独 笹揚 」/「情緒」 の 「じょ うちょ」 に対 す る 「じょ.うしょ」/
「越権」 の 「えっけん」 に対す る 「お っけん」/「ニ ュース」 に対す る
「ニ ューズ」//「 狸猛 」 の 「どうもう」 に対す る 「ねい もう」/校 長
に対 す る 「気 がお けない」,親友 に対 す るr気 がおける」/「見 られ る」
に対 す る 「見れ る」/「生 け作 り」 に対 す る 「生 き作 り」/「や る せ な
い」 に対 す る 「や るせぬ」/「み たい に」対す る 「みた く」
A7蕉 伝達上め配慮 》 「私立」 の 「し りつ」に対 す る 「わた くしりつ」/
「市立」 の 「しりつ」 に対す る 「いちう つ」/「化学」 の 「かが く」 に
対す る 「ぱけが く」/「型式」 の 「けい しき」 に対 す る 「かた しき」
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A8《 対象 に対す る評価》rや り方」 に対 す るr手 口」
A9螺 行為主体 に対す る敬意》 「食 う」 「食べ る」 に対す る 「召 し上が
る」ノ「見 る」 に対す る 「御覧 にな る」
A10《対象物 の主に対す る敬意 》 「見 る」 に対す る 「拝見す る」/「 も
らう」 に対す る 「いただ く」
A11《差別意識 》 「お手伝 い さん」 に対 す る 「女中ば 〆「助産婦」 に対
す る 「産婆」/「盲 目」 に対 す る 「め くら」/「身体障害者」.に対 す る
「不具」や 「かたわ.」/「漁 民」 に対 す る 「漁夫」1「廃 品回収業」 に対
す る 「肩 屋」/「目本海側」 に対 する 「裏 目本」,〆「地 域」 に対 する 「田
舎」
A12《軽蔑 》 「お爺 さん」 に対す る 「じじい」 ノ「お婆 さん」 に対 する
「ばばあ」!「言 う」 に対す る 「ぬかす」や 「ほざ く」、1「死 ぬ」 に対す
る 「ごね る」「くたば る」/「愛入」 に対 す る 「情婦 」/「男」 に対す る
あ ま「野郎」/「女」 に対す る・「阿魔」
A13《対象忌避》 「死ぬ」 に対 す る 「他界」「逝去」「永眠」「昇天」「往
生」「崩御」「亡 くなる」「隠 れる」「逝 く」「みまかる」「あがる」「没す
る」「艶れ る」「天に召 され る」「い けな くな る」「む な しくな る」「はか
な くな る」「あ えな くな る」 「お めでた くなる」 「帰 らぬ人 とな る』「不
帰 の客 となる」,「息絶 える」「息 を引 き取 る」「息 をしな くなる」「心 臓
が停止す る」・「あの世 へ行 く」「仏 になる」「ア・トム に帰 る」
A14《立揚 ・態度 の表 明》 もしくは 《表明回避 》rい わ ゆ る(順 法闘
争)」
B対 象のありかた
B1《対象の性別》 清楚/小 股の切れ上がづた/柳 腰//蛮 から
かくしやく
B2《対 象 の年齢 》 紅顔//嬰 鐸//し とやか(成人女性)
B3《 指示対象 の特徴連想 》 「ミル ク」(白い)/「猿 」(尻が赤 い)ノ 「小
錦」(巨漢〉
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B4《 指示対象 自体 か ら発 す る感 じ》 「春雨」(弱くやわ らかい)/「夕立」
(強烈 ・豪快)/「 時雨 」(静かで,も の さび しい)!「絞首刑」(恐ろ し
い)1「ほた るJ(美し く,は か ない)/「要求 」(「要望』 よ りきつい)
B5嬬 旨示対象 に対 す る固定観念》 「狐」 における 〈ず るさ>/「狼」 に
おける 〈残忍 さ〉ノ「烏」における く不吉 さ〉,'「犬 」 にお ける 〈忠実 さ>
Cこ とばのあ りかた
1緊 張度
Cレ1《 口坦語的 》 「葉 」に対す る 「はっぱ」/「根」 に対 す る 「ね っ
こ」/「す っか り」 に対 す る 「ぞっ 二ん」1「少 し』「ちょっ と」 に対 す
る 「ちょい と」/「舌」 に対す る 「べ ろ」
C1-1《正式性 》 「使 う」 に対 す る 「用 い る」1・r火事」 に対 する 「火
災」/「同じ,に 対す る 「等 しい」1「命」 に対 す る 「生命」
えんばく
C1-3《 略 式 性 》r演 博 」一(灘 」博 物 館)/rノぐソ コ ン 」(パ ー ソ ナ ノレ ・コ ン
ピ ニ ー タ)/「 ワ ー プ ロ 」(ワ ー ド ・プ ロ セ ッサ ー)/「 ア ナ 」(ア ナ ウ ン
たまいち まをさい ぶんどく
サー)1「玉一」(玉川一郎)/「丸才 の文 読」(丸谷 才一 の 「文 章読本 」〉
/,'「国鉄」(目本 国有鉄道=JR)/「待望」(期待 ・希望)
こつけん
C1-4《冗長度 》 「国研」 に対 す る 「図立国語研究所」/(学内通用 の〉
「(教職員)名 簿」 に対 す る 「昭和61年 度版早稲 田大学教職員 名簿 」
C三一5《改 ま り》r去 年」 に対す るr昨 年」/r来年」 に対す る 「明年」/
「あ さって」 に対 す る 「明後 日」!「手紙」 に対 す る 「書 翰」/「つや」
に対 す る 「光沢」!「い ちばん」 に対 す る 「最 も」/「前 もって」 に対 す
る 「あらか じめ」/「 す ぐ」 に対す る 「直 ちに」/「 きれい」 に対 す る
「美 しい」/「気持 ちいい」 に対す る 「快 い」!「決 める.jに対 する 「定
める」ノ「任せ る」 に対す る 「委 ね る」/「～か ら」 に対す る 「～よ り」
C1-6《くだ け度》rや は 勢」rやっぱ り」「や っぱし」「や っぱ」!「わ り
に∠「わ りかた」 「わ りと」「わ りか し」
C2時 聞性
一!1一
さウ
C2-1《古語使用 》 「げに」!「い と」〆「心 あて に」/「離 る」
()2-2《古風 》 「映画」 に対す る 「活動 」「活 動写 真」「活動大写真」「キ
しんしよ う
ネ マ」!「財産」 に対 す る 「身上」「身代」/「家庭ゴ に対す る 「所帯」/
「未亡人」 に対 する 「後家」,1「寮」 に対 す る 「寄宿舎 」目/「刑務所」 に
あすつと
対 す る 「監獄 」「牢屋」ノ「泥棒 」に対 す る 「盗人」,'「バス」 に対す る
「乗合」「乗合 自動車」/「看鹸」 に対す る 「シャボ ン」/「帽子」 に対す
る 「シ ャッポ」
C2弓 《斬新 》 「買物」 に対 す る 「シ ョッピング」!「 台所」 「勝手」 に
対 す る 「キ ッチ ン」ノ「散歩道」 に対 す る 「プ ロムナー ド」
C2-4《新俗語 》 「や ぼったい」 に対 す る 「ダサい」/「セ コい」
C2-5《流行 》 「新人類」/「 ～軍団」/「 ヒンシ ュク」/「究極 の一」/
ホニ　ルズ「ザ ・～(文章設計 〈誌 名〉)」「ジ ・～(遠藤 〈大洋 の投手〉)」
C2-6《廃語的 》 例 えばE電 に対す る 「国電」 特 に 「省線」 「院線」/
「心臓 麻痺 」 に対 す る 「心臓回 し」/「ステ レオ」「プ レーヤー」に対す
る 「電蓄」「電気蓄音機」/「冷蔵庫」 に対す る 「電気冷蔵庫」1「カメ
ラ」 に対 す る 「写真機」/「車夫」
C2-7《独創的 》 「生 きのこす」〈円地 文子>/「すぽん とした(へんな気
もち)」〈幸 田文 〉/「ぴやぴや した声」〈中勘助 〉
C3品 檸
C3-1《優雅》 「集 ま り」 「寄 り合い」 に対 す る 「つ どい」 〆「目jに 対
す る 「まな こ」/「どこ」 に対す る 「いず こ」/「歩 く」 に対 す る 「あゆ
む」/「休 む」 に対 す る 「憩 う」
C3-2《下品》 「食 べ る」 に対す る 「食 う」/「ご飯」 に対す る 「め し」/
「おい しい」 に対す る 「うまいJ
Cヰ 位相 〈狭義 〉
う し はば
C4-1鼠専門語》 「む し酋」 に対す る 「鯖歯」/「(道路 の〉幅」 に対す る目
「幅員」/「(小学校 の)生徒 」「子供」 に対 す る 「児童」1「弱い地震.!に
対 す る 「微震 」 と 「軽震」 と 「弱震」
一72一
C4-2《出自の映像 》 「土俵 際」「寄 り.切られ る」「物言 いがつ く」「露払
いをつ とめる」 「待 ったが かか る」 「腰 くだけ」 「肩す か し」 「勇 み足」
「胸 を借Pる 」「ひ との揮で相撲 をとる」「軍配が上が る」「勝 ち名 の り
を受 ける」〈相撲 〉/「王手 がか倉 る」 「成 り金」 〈将棋>/「 一 目お く」
「駄 目」〈囲碁 〉/「ダークホ ース」く競馬 〉
C4-3《方言的》 「しん どい」ノ「こける」/「(こたつ を)掛け る」/「(お前
に〉くれる」 〃 「(動詞)ほかはない」 に対 す る 「しかない」
C5語 種
C5-1《和製洋語》 「ナイ ター」/「アフ ターサー ビス」/「ホームバー」/
「テーブルス ヒ。一チ」
Cシ2《 語種 のひび き》 「おお ごとにな る」 対 「大事 に至 る」 ノ 「妊婦
服」対 「マタニテ ィー ドセス」
C6言 語的性格
C6-1《用字 の映像》rオ(ッ)ク スフ ォー ド」 に対 す る 「牛津」/「コー
ヒー」 に対す る 「珈緋」1「フ ランス語」 に対 す る 「ふ らんす語」
C6-2《促音 の効果 》 「にほん」 に対 す る 「に っぽ ん」 〈権威 ・力強
さ>ノ「さ らう」 に対す る 「か っさらう」1「つ かむ」 に対す る 「ひ っつ
かむ」
どん
C6-3《濁音 の効果 》 「緩行」 に対す る 「鈍行 」/「貧欲 」〈「とん」 に対
して〉/「トン トン」 に対す る 「ドン ドン」/「カアカア」 に対 する 「ガ
ァガァ」/「あほ」 に対 して 「ばか」〈「どあほ」〉
C6-4《半濁音 の効果 》 「たた く」 に対 する 「ひっぱた く」/「払 う』 に
　 　
対 する 「か っぱ ら う」ノ「酔 う」 に対 す る 「よっぱ らう」
ロ ロ 　 し 　
C6-5《造語 要素の字義 の映像 》 「愛欲」「情欲」「色欲 」「性欲 」「淫欲」
「肉欲」 「獣 欲」
C6-6《接辞 の付加 による情化 》 「ど偉い」「ど真 ん中」ノ「か弱 い」「か
細 い」/「い け好 かない」 「いけ図々 しい」
C7連 想
一73一
C7-1《語源`説)を想起》 「矛盾」1「推考」目に対す る 「推敲」/「天 文学
的」
よ
C7-2《同音 』類音 の別 譜 を連想 》 「吉 田(内閣)」〈良 し>ノ「藍 雷(内閣〉」
く悪 し〉/「テキ(ビフ.テキ)にカツ(カツ レツ)」く敵 に勝つ>ノ「強追観念」
く脅迫 〉.1「カル チ ャー」<軽〉1「父 さん」く倒産 〉
C7弓 《ユーモ ラス》 「駅 弁大学」/「アメシ ョン」〆「なが ら族」1「骨皮
筋右衛 門」
セき やC7-4《多義語 の別義 》 「竹 の子」く竹 の子生 活/ヤ ブ医者 〉1「藪 」く野
お
巫(ま じない)医者>,1達磨 〈売奉婦 〉
D使 用環境
D1《 語彙体系 の影響》 「わた し」 く男 では 「僕 」「俺」 と役割を分担 し
てい るが,女 の揚合 は 広 く一般的 な用語 〉/「船員」〈船乗 り・船頭 ・
乗組員 の系列 にあ り,同 時に,・教員 ・工員 ・事務員 の系列 にある>
D2《 言語的環境 のバ ランス》 雅語 と磐語 の混用 ノ和文中 の漢 語や外
来語
D3《 一般 的な使用頻度 》 「印鑑」「印章」「印形」1「ボール」 と 「球」/
「平泳 ぎ」 と 「ブ レス ト」〆「バ ック」 「背泳 ぎ」 「背 泳」・
D4《 反復使用 》 一文章 中に頻 出/特 定箇所 に集 中
D5《 語結合 の違 いに よって生ず る文体的 なレベル の差》 「水 を浴 び
るJとr非 難 を浴び る」/r空が明 るい_rと・r地理 に明 るい」!「セータ
ーを編 む」 と 「辞書 を編 む」
したがされ
D6《 古語的 な用法 》r(下襲 の紅 の鮮や か に)匂っている(袖 口)」〈円地
文子 〉目
E指 示む ら
EI《 用 例偏 向の影響 》 「出身地」に対 す る 「ふ るさと」くなつか しさ〉,'
「少女」 に対 す る 「乙女」〈上品〉/「爺」 に対す る 「翁」〈上品〉!「寺」
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く日本 の仏教 〉対 「寺 院」〈キ リス ト教 ・イスラム教 〉!「温泉」 に対 す
る 「いでゆ」く美>
E2《 指示対象 の形態訪 「フ.イルムゴ 〈カメラに言吉める〉対 「フィノレム」
〈映写>/「めし」〈丼>対 「ご飯」〈茶椀 〉対 「ライ ス」〈皿>ノ 「ライ ス
カレー」〈ライスの上 にカレーがかけてあ り・福神漬 がついてい る>対
「カ レー ライ ス」〈ライ ス と別の容器 にカ レーが入 ってい る〉1「眠 られ
ない」〈仕事 があって>対 「限れ ない」くコー ヒーを飲 みすぎて〉
??
